
子どもからのメッセージ （娘が退所前に書いた「手紙」です）

まーたんへ。

マザーテレサも昔の偉人達も、色々な努力をしてこれたことが、本や今を見てわかる。
言葉の大切さや言葉に救われたっていう、言葉の偉大さが分かって良かった。多くの
言葉から人って変われるんだなって思えた！人が傷つく言葉を平気で言ってた自分が恥
ずかしいんだって気づいたことで、今後も成長できたらいいな。ここで、まーたんに出会
えて、色んなスタッフさん達に出会えて、大人は味方だって教えてもらった。口だけな大人も、自分の
ことしか頭にない大人も、色んな大人がいたけど、ここのばるーんのみんなは子ども第一で、笑顔が
いっぱいで、明るく、おもしろく、いい人たちがいて、そこで暮らせるありがたさと幸せを実感できた。
本当にありがとうね。まーたんも初めて会った時は警察ってので少し抵抗があったけど、また、会いた
いっ て思ってくれてて、会えた瞬間に、神様が会うべき人として会わせてくれたのかなって思えた。
神様に感謝！これから絶対恩返しするから、みんな見守っててね！大きくなって帰ってきます！
みたいな（笑）まーたん泣かないでね（笑）

どん底から救いの手を出してくれて、大切にしてくれて“ありがとう”ここのママたちが大好きだ
よ！！ 体には気をつけて、これから来る子どもたちをまた、元気にして笑顔いっぱいにさせてあげて
ください！１６日間、本当にありがとうございました！大好きだよ！

ダイヤモンドの原石 A子より
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初めまして。令和４年12月に佐賀県警を退職し、令和５年１月からシェルターの施設長として着任い
たしました。
 佐賀県警時代、約25年間、少年の立ち直り支援の専門職として子どもたちに携わってきましたが、管
理職になってからは、何故か自分の心が満たされず、「もっと子どもたちとの時間を過ごしたい。私が
手を差し伸べたい。もっと子どもと触れ合いたい。」という思いが強くなり、モヤモヤを払拭しようと
一念発起して、この場所に飛び込んできました。
飛び込んで約３ヶ月が経ちましたが、毎日、子どもの笑顔に触れる度に喜びを感じさせてもらったり、

ここを卒業する時に「ありがとう、ありがとう」と言って泣いてくれる子どもの姿に感動したり、私は、
この場所で本当の自分を取り戻していると感じています。

私には２人の息子がいます。30代後半になり、どうしても娘が欲しくなり、子どもを授かったので
すが、その時、仕事のストレスで目が緑内障になって視野を失ったばかりか、お腹の子どもをストレス
から守ることができず、心臓が止まってしまい、流産してしまいました。

「ばるーん」は、女の子を保護する施設です。私がここに着任してから、不思議なことに子どもが
次々に入ってきてくれ、私の「娘」になってくれました。そして、私に「まーたん、まーたん」と言っ
て甘えてくれました。私は、私の娘になるはずだった子どもがこのような形で、私の娘として帰ってき
たのではないかと、胸が熱くなり、涙が止まりませんでした。

ここで出会った一人一人の可愛い娘たちに感謝の気持ちでいっぱいです。
憧れのマザーテレサへの道のりはまだまだ遠いですが、どんな子どもたちも価値があり、ありのまま

で生きていていいのだということを私の持てるすべての力を振りしぼって伝え、一人も取り残さないと
いう思いで支援をしていければと思っています。

私たちの活動には、皆様からの温かい支援と協力があって成り立っています。この場をお借りして、
心よりお礼申し上げます。

ばるーん通信



「何をしようかな・・・。」

入所してきた子どもたちは、入所し
た初日は緊張して周りをうかがってい
ます。スタッフはどんな人？先に入っ
ているあの子はどんな子？ 私は何を
したらいいのかしら・・・。叱られな
いかな。私は存在していいのかしら？
体中がセンサーになったみたいに、色
んなことを考えています。今まで自分
の居場所がなかった。心を開放するこ
とができなかった。怯えて上目使いに
なっています。すると、スタッフから
「何かしたいことはない？あなたがや
りたいことを一緒にやってみよう！」
と声を掛けられ、ここでは自分らしく
していてもいいのではないかと思い始
めるのです。

A子もそうでした。入所したすぐは、
ご飯を食べながら、マザーの肩で泣き
続けていたけど、スタッフと暮らす中
で、少しづつ笑顔が出てきました。
「絵が得意」「何か作るのが好き」そ
んなA子の興味を知ったスタッフが「パ
ズルをしてみない？」と声を掛けまし
た。「面白そう(^^)」取り掛かったのは
いいけれど、小さいパズルのピースを
我慢強くはめていくのに慣れていないA
子はイライラしてしまいます。

スタッフから「いいんだよ。自分の
ペースで。一人じゃないよ。」と言っ
てもらっても、なかなかはかどらないA
子でしたが、スタッフがはめたパズル
が完成近くになり、ここまで寄り添っ
てくれたスタッフに何とか報いたい！
そう思いたったA子は、担当のスタッフ
が休みの間に、「よ～し！」と言って
一気にパズルを作り上げたのです。

でも、でも！

最後のピースが見つからない！！

子どもたちとの
暮らし中で

令和４年度中は、延べ１１人の子ども
（娘）が入所し、ここを巣立っていき
ました。娘たちとの暮らしの中から、
スタッフが感じたことを綴っています。

世界に一つだけのパズル
スタッフ Ｔ・M

A子は、集中力で張りつめた気持ちと、
もうすぐで出来上がるといった高揚感から、
一気に気持ちが落ち込み、泣き始めてしま
いました。「イライラする！誰が触った
の？」A子の張りつめた感情が爆発してし
まいました。

そんな騒がしいさなか、A子の心の中を
知ってか知らずか、新しい娘が入所してき
たのです。

B子は、「よろしくお願いします。」と
言っている先に泣いているＡ子がいるので、
戸惑ってしまいます。

スタッフが床をはいつくばって何やら探
している雰囲気に、思わずＢ子は「どうし
たの？私も探します。」と言って、自分の
ことはさておき、パズルのピースを探し始
めてくれました。

しかし、どんなに探しても、その、小さ
なピースは見つかりませんでした。

そこで、スタッフとＡ子は考えて、考え
て、段ボールで型を取り、色を付け、木工
用ボンドでふくらみを付けて、無くなった
ピースとそっくりのピースを作り、パズル
が完成したのです。

そしてそれは、スタッフと娘たちとの優
しさと思い出が詰まった「世界に一つしか
ないパズル」になったのです。

娘たちはどうなったかですって？

Ａ子はＢ子の、Ｂ子はＡ子の事を思いや
りながら、パズルのピースをはめたかのよ
うに、暖かく穏やかな日々を過ごしてくれ
ました。

パズルのピースが、皆の心を繋げてくれ
たお話でした。

～子ども担当弁護士（コタン）の先生と～
コタンの先生方が、入所中の子
どもたちのストレス発散に、
野外でのBBQ活動に参加してく
ださいました。湖でボートに
乗ったり、お肉を口いっぱいに

ほおばる娘たちの姿がありました。
先生方、ありがとうございました。

～ご寄付～
令和４年度中20人、９団体の方々に物品の
寄付をいただきました。
いただいた物品は、子ども
たちのために有効に活用
させていただいております。
ありがとうございました

ご寄付やご協力に感謝！
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